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１．はじめに 

 アルカリシリカ反応（以下 ASR）は、1986 年の暫

定対策、2002 年の抑制対策が提示されて以来、新設

構造物の反応事例は少なくなった。しかし、現在で

も劣化調査や、補修・補強が行われている。劣化調

査では、ひび割れなどの外見調査の他にコアを採取

して強度や残存膨張の測定などが行われているが、

反応原因となった骨材に関する詳細な調査（岩種判

定や構成比率、偏光顕微鏡観察等）が実施された例

は少ない。骨材から得られる情報は対策等にも役立

つことから、さらにデータを蓄積する必要がある。

本研究は、愛知県内の ASR 劣化構造物の分布と反応

に関与した骨材について検討した。 

２．ASR 劣化構造物の分布と骨材岩種 

 愛知県内の ASR 劣化構造物の分布を図１に示す。

図中の構造物は、ASR の劣化調査のためにコアを採

取したものや、目視観察によって ASR による劣化の

可能性が高いものを示した。劣化構造物の数は尾張

地域（名古屋周辺・知多半島）が 14 カ所、西三河地

域が 11 カ所、東三河地域が 6 カ所であった。劣化構

造物がプロットしていない尾張地域の西部、西三河

の北東部、東三河の東部は、今後さらに調査を進め

ていく予定である。 

 愛知県の地質概要と骨材岩種を図２に示す。愛知

県の東部には新第三系鮮新世に堆積した東海層群が

分布している。この地層には美濃帯の中・古生層を

起源としたチャート、砂岩、粘板岩等が山砂利とし

て堆積しており、瀬戸市や豊田市東部ではコンクリ

ート用骨材として採取されている。また東三河地域

には中央構造線を境として、北側に領家帯の花崗岩

類・変成岩類が、南側に三波川帯の変成岩類・圧砕

岩類と秩父帯の中・古生層が分布しており、チャー

ト、砂岩、粘板岩、輝緑岩、片麻岩等がコンクリー

ト用骨材として使用されている。 

３．ASR 劣化構造物に使用されていた骨材岩種 

 ASR 劣化構造物から採取したコアの骨材岩種の調

査結果を表１に示す。調査では骨材岩種とその構成

比率を調べ、さらに目視観察、実体顕微鏡観察、薄

片による偏光顕微鏡観察を行い、反応に関与してい

た骨材を特定した。  

 劣化構造物に使用されていた骨材岩種は、尾張地

域はチャートと粘板岩、西三河地域はチャート、粘

板岩、砂岩および片麻岩、東三河地域は輝緑岩、粘

板岩、チャートであった。このうち ASR を起こして

いた岩種は主としてチャートと粘板岩であり、地域

による違いはみられなかったことから愛知県の反応

性骨材の特徴といえる。また、既往の調査から東三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 愛知県の ASR 劣化構造物の分布 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 愛知県の地質概要と骨材岩種 
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河地域で片麻岩の反応も

報告されている 1)。 

 調査時に判明した構造

物の骨材の特徴として、

図１の①の構造物は施工

当時の骨材不足のために

愛知～岐阜県境の粘板岩

砕石をチャート山砂利に

混合していたことが判っ

た。同様に②は東三河の

両雲花崗片麻岩の砕石を

チャート山砂利に混合使

用していたことが判った。

また、③は輝緑岩の混入

率が多く、東三河地域の

特徴と言える。 

４．チャートと粘板岩の   

ASR 反応性 

 愛知県の主な ASR 原因

となっているチャートと

粘板岩の JIS A1146 モル

タルバー法の結果を図３

に示す。使用骨材は、チ

ャートは岐阜県産の反応性が高いチャート砕石、粘

板岩は①と同じ地層から採取された砕石である。結

果では、粘板岩はチャートと較べて膨張が長期間継

続し、370 日でチャートを超えてさらに膨張傾向を

示しており、反応性が高い。しかし、実構造物では

他の骨材混合使用によるペシマムの影響や、水分供

給・温度などの立地条件も影響していることを検討

する必要がある。また、チャートや粘板岩を使用し

ていても ASR を起こしていない構造物もあることか

ら、今後その違いを詳細に調べる必要がある。 

５．まとめ 

 本研究で得られた事項は、①愛知県の ASR の原因

となる骨材は主にチャートと粘板岩であり、②骨材

事情によって遠方から搬入されて混合使用されてい

た構造物があった。 
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表１ ASR 劣化調査をした構造物 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ チャートと粘板岩のモルタルバー膨張挙動 

地　域 構造物 施工年 調査年 骨材の種類
骨材岩種および構成比率

(%)
反応していた
骨材岩種

構造物のひ
び割れ幅
(mm)

図１の構
造物位置

尾　張 橋　台 1922 1985 砂利
チャート：74
砂　岩：17
粘板岩：9

チャート 約10mm

尾　張 橋　脚 1958 2003 砂利
珪質粘板岩及び頁岩：約75
チャート：約25

チャート
粘板岩

約5mm

尾　張
橋脚・フーチ

ング
1970 2002 砕石

チャート：67
珪質粘板岩：33

チャート
粘板岩

約20mm ①

尾　張
歩車道境界
ブロック

1971 1984 砂利
チャート：71
砂　岩：17
粘板岩：12

チャート 約5mm

尾　張 ボックス － 2004 砂利
チャート：約90
珪質粘板岩：約10

チャート
粘板岩

約5mm

西三河 橋　脚 1968 2003 砂利・砕石

チャート：57
砂　岩：27
珪質粘板岩：10
花崗岩：6

チャート 約5mm

西三河 橋脚拡幅部 1969 1985 砂利
チャート：95
砂　岩：4
粘板岩：1

チャート 約10mm

西三河 橋　脚 1973 2006
砂利（一部砕

石）

チャート：約80
粘板岩：約20
一部　両雲母花崗片麻岩

チャート 約10mm ②

西三河 擁　壁 1979 1998 砂利・砕石
チャート：44
砂　岩：20
片麻岩：36

チャート 約3mm

西三河 橋　台 － 2004 砂利
チャート：約90
珪質粘板岩：約10

チャート
粘板岩

約5mm

西三河 橋脚・橋台 － 2004 砂利
チャート：約80
珪質粘板岩：約20

チャート
粘板岩

約5mm

東三河 橋　台 1979 2007 砂利
輝緑岩：約80
珪質粘板岩：約20
極少量のチャートを含む

粘板岩 約5mm

東三河 橋台・横桁 － 2004 砕石・砂利
輝緑岩：約80
珪質粘板岩：約20
極少量のチャートを含む

粘板岩 約5mm ③

東三河 ボックス － 2004 砕石・砂利
輝緑岩：約80
珪質粘板岩：約20
極少量のチャートを含む

粘板岩 約5mm
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